















大川周明とその周辺人物 言説 中心に︑日本 ﹁右翼﹂と﹁右翼思想﹂が誕生する︑その原理 探っている︒つまり︑ の﹁右翼﹂や﹁右翼の思想﹂が形成されていく論理そのものを究明しようとしているのである︒こうした﹁思想（
thought ） ﹂化を解明す
るため︑ くに注目したのが︑大川周明という人物である︒両著者は︑戦前 日本が帝国主義を創出し 太平洋戦争の勃発に多大




























日本は文明国家を形成する﹁帝国の普遍性﹂をもっていたと︑大川周明の言葉を借りて論じてい のである︒そして本書では︑サブタイトルと ︑ ﹁原理﹂ ﹁天皇 ﹁戦争﹂という三つのキーワードを用いている︒本書の大きな筋であ ため︑以下ではそれらの意味について概観したい︒　
大川周明は︑日本が西洋と出会ったことが日本に新たな変化を
もたらしたという論理によらず︑西洋をモデルに設定しながらも︑西洋そのものも︑ある一つの社会に過ぎない存在であると見なしている︒ヨーロッパも︑アジアから見れば︑一種の変容したものであり︑中心ではないということである︒逆に言えば︑日本が中心となる可能性も十分あり得るという原理となる︒これがサブタイトルの﹁原理﹂が つ意味であ ︒一方︑ローマ帝国が滅亡したことに対して︑大川は︑道徳と宗教が全体的に調和をと なかっ ︑いわゆ ﹁精神的な欠如﹂ 理由であると指摘するその反面︑日本と う国は︑儒教や仏教︑キリスト教 いう新しい宗教が入 てきても︑日本人の 生活にうまく適応し︑さらに天皇を通じて帰一化︑従順化され 矛盾は生じ かった 論じる︒サブタイトルのキーワードを﹁天皇﹂とした理由は︑ここに
ある︒ ﹁天皇﹂というのは︑ ﹁国家﹂と結びつくものではなく︑ ﹁日本の精神﹂と結びつくものである︒ ﹁日本精神＝天皇﹂こそ︑帝国︑つまり︑ ﹁脱国民国家 ﹁脱領土的﹂な帝国であると主張する︒それは︑既存 エンペラーを越えた日本天皇 つまり日本語の﹁テンノウ﹂の帝国で ったのだ︒こうした論理 世界史を揺 がした日清戦争と日露戦争によって﹁血の帝国﹂として完成され︑さらに植民地は戦争によって獲得できるという﹁戦争肯定論﹂と結びつく︒こうして︑太平洋 が勃発したのである︒それは︑日本が︑日清戦争と日露 を起こす以前に置かれてい 自らの位置︑つまり﹁従属﹂の危機を忘れて 一等国︑あ いは西洋と対等な文明国として自らを見なし始めることによって生じた論理であった︒このような時代的な時流に乗り︑大川周明は 日清戦争と日露戦争︑そして第一次世界大戦を︑ ﹁白人 の戦争 アジアの解放﹂とし︑革命意識を形成していく︒これが︑三つ目 キーワードを﹁戦争﹂とした理由である︒　
一方︑大川は︑西洋による侵略を阻止するため︑被抑圧民族で



























































鄭毅︑全成坤の両著者は︑日本の﹁右翼﹂や﹁右翼思想﹂が﹁思想化﹂するプロセスを︑韓国や中国 思想も視野に れ︑徹底的に解明してい ︒今日 日本の右翼問題を理解するためにも 本書は︑学界を問わず︑ 後日本社会に反響を呼び起こし得る力作であると 評者は確信している︒ただし︑本書は︑ ﹁西洋﹂と﹁日本という東洋﹂との関係にのみ焦点を当て︑植民地化される他の東洋には目を向けていないと う限界をもつ︒日本の﹁帝国への道﹂は︑西洋の帝国らと同様に︑植民地という東洋なしでは語れない︒こうした側面まで視野に入れ ﹁帝国への道﹂を論ずるなら︑より﹁右翼 の﹁思想化﹂が明確 る ︑評者は考える いずれにせよ︑こうした原理を立証するため︑両著者は 明治期の知識人を中心に︑きわめて膨大な資料を用いて徹底的な検証行っている︒旧植民地のアジアの研究者たちのこうした研究成果が︑今日 日本（
人
）に投げかけるメッセージは︑示唆に富むと
ころ 多いだろう︒
